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オープン・ハイスクール実施にあたり、参加の皆さまへ次の話をしました。 

 

 生きている、って、すばらしいことです。「あなたは大切な人」というメッセージが

お互いに伝わり合う、これが人の幸福の原点です。 

また、学校は本当にすばらしいところです。仲間と共に目標に向かって努力して、

うまくいくときもあれば、そうでないときもあります。そんな中で、苦労あってこそ、

ゆるぎない信頼関係が生まれます。たとえば試合などで負けてしまい、悔しくて共に

涙を流すこともあれば、逆に、勝利して仲間と共に涙を流すことだってあります。こ

のような経験は、学校でしかできないものです。 

今日、とりわけ中学３年生の皆さんにとっては進路決定のための大切な時間です。

疑問点は遠慮なく八鹿高校の職員や生徒に声をかけてください。また、今日でなけれ

ば質問できない、というようなことはありません。いつでも、どんなかたちでもかま

いませんので、私たちにお尋ねくださいね。 

今、皆さんが同じ中学校でともに学んでいる仲間とともに、最後まで中学校生活を

しっかりとやりきることがなによりも大切です。高校受験という、初めての経験に不

安もあるかもしれませんが、心配しなくても大丈夫です。中学校での授業、部活動、学

校行事、そして、学活や給食の時間も含めて、仲間と共にやるべきことをしっかりや

る、ということを決意して実行すれば、必ず希望の進路は叶います。 

結びに、あらためて生きることの素晴らしさ、学校の素晴らしさをかみしめて前進

できますように。 

八高新時代!! 君も挑戦、八高で三刀流!! 
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